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目
　
　
次

�

ペ
ー
ジ

告

示

〇
管
理
理
容
師
及
び
管
理
美
容
師
資
格
認
定
講
習
会
の
指
定�

（
食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課
）　
　

一

〇
道
路
の
区
域
変
更�

（
道　

路　

課
）　
　

一

〇
道
路
の
供
用
開
始
（
二
件
）�

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
変
更
の
認
可
（
二
件
）�

（
都
市
計
画
課
）　
　

二

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可�

（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

三

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
の
届
出�

（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

三

〇
土
地
改
良
事
業
計
画
変
更
の
認
可�

（　
　

同　
　

）　
　

四

公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
随
意
契
約
の
相
手
方
の
決

定�
（
森
林
整
備
課
）　
　

四

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
落
札
者
の
決
定�

（
教
育
庁
教
育
企
画
室
）　
　

四

監
査
委
員

〇
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
の
補
助�
四

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
六
号

　

理
容
師
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
四
号
）
第
十
一
条
の
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
管
理
理
容
師
資
格
認

定
講
習
会
及
び
美
容
師
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
三
号
）
第
十
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
管
理
美
容

師
資
格
認
定
講
習
会
と
し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

令
和
四
年
五
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

講
習
会
の
主
催
者
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　

公
益
財
団
法
人
理
容
師
美
容
師
試
験
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　

東
京
都
江
東
区
有
明
三
丁
目
七
番
二
十
六
号

二　

講
習
会
の
日
程
及
び
会
場

　

１　

管
理
理
容
師
資
格
認
定
講
習
会

　
　

㈠　

日
程

　
　
　
　

令
和
四
年
九
月
二
十
六
日
（
月
）、
十
月
三
日
（
月
）、
及
び
十
月
十
七
日
（
月
）

　
　

㈡　

会
場

　
　
　
　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

　
　
　
　

仙
台
市
青
葉
区
国
分
町
三
丁
目
三
番
七
号

　

２　

管
理
美
容
師
資
格
認
定
講
習
会

　
　

㈠　

日
程

　
　
　
　

令
和
四
年
九
月
二
十
六
日
（
月
）、
十
月
三
日
（
月
）、
及
び
十
月
十
七
日
（
月
）

　
　

㈡　

会
場

　
　
　
　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城

　
　
　
　

仙
台
市
青
葉
区
国
分
町
三
丁
目
三
番
七
号

三　

受
講
料

　
　

一
人
に
つ
き
一
万
六
千
円

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
五
月
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙
沼
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
四
年
五
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

大
島
浪
板
線

三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考
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気
仙
沼
市
字
廻
舘
無
番
地
先
か
ら

同
市
字
廻
舘
一
六
二
番
七
地
先
ま
で

前
Ａ

一
六
・
一
～

�

二
二
・
三

�

四
〇
〇
・
〇
　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

　

Ｂ
　

九
・
八
～

�

一
八
・
八

�

二
九
〇
・
〇

後
Ａ

一
六
・
一
～

�

四
八
・
四

�

四
〇
〇
・
〇

　

Ｂ

　
　
　

　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
五
月
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙
沼
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
四
年
五
月
二
日

�
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

大
島
浪
板
線

気
仙
沼
市
字
廻
舘
無
番
地
先
か
ら

同
市
字
廻
舘
一
六
二
番
七
地
先
ま
で

令
和
四
年

�

五
月
二
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
四
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
四
年
五
月
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
土
木
事

務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
四
年
五
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

愛
島
名
取
線

名
取
市
愛
島
小
豆
島
字
島
東
三
〇
一
番
四
地
先
か
ら

同
市
愛
島
小
豆
島
字
島
東
三
二
一
番
七
地
先
ま
で

令
和
四
年

�

五
月
二
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
十
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

令
和
四
年
五
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

名
取
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称

　
　
　

北
釜
都
市
下
水
路

三　

事
業
施
行
期
間

　

�　

「
昭
和
五
十
八
年
三
月
十
四
日
か
ら
平
成
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
昭
和
五
十
八
年
三
月
十
四
日
か
ら
令

和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
変
更
す
る
。

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　

�　

昭
和
五
十
八
年
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
一
号
、
平
成
元
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
六
十
七
号
の
事
業
地
の
う

ち
、
名
取
市
下
増
田
字
屋
敷
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
す
る
。

　

２　

使
用
の
部
分

　
　

�　

昭
和
五
十
八
年
宮
城
県
告
示
第
二
百
三
十
一
号
、
平
成
元
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
六
十
七
号
の
事
業
地
の
う

ち
、
名
取
市
下
増
田
字
屋
敷
及
び
下
増
田
字
台
林
地
内
に
お
い
て
事
業
地
を
変
更
す
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
十
一
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画

の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

令
和
四
年
五
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

施
行
者
の
名
称

　
　

仙
台
市

二　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
下
水
道
事
業

　

２　

名
称
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仙
台
市
公
共
下
水
道

三　

事
業
施
行
期
間

　
　

昭
和
三
十
三
年
二
月
四
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

　

１　

収
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

　

２　

使
用
の
部
分

　
　
　

変
更
な
し

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
十
二
号

　

仙
台
市
大
倉
川
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三

十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
四
年
四
月
二
十
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
四
年
五
月
二
日

�

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
所　

長　
　

松　
　

田　
　
　
　
　

茂　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
十
三
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
鳴
瀬
川
沿
岸
土
地
改

良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
四
年
五
月
二
日

�

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

佐 

々 

木　
　
　
　
　

均　
　
　

一　

就
任
し
た
者

就
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

令
和
四
年
四
月
一
日

久　

本　

德　

衛

大
崎
市
松
山
次
橋
字
山
王
四
十
五
番
地
一

理　

事

令
和
四
年
四
月
一
日

結　

城　

正　

紀

大
崎
市
古
川
矢
目
字
新
田
四
番
地

理　

事

令
和
四
年
四
月
一
日

桝　

形　

恭　

一

大
崎
市
松
山
千
石
字
松
山
百
三
十
八
番
地

一

理　

事

令
和
四
年
四
月
一
日

川　

熊　

洋　

一

加
美
郡
加
美
町
菜
切
谷
字
白
畑
五
十
八
番

地

理　

事

令
和
四
年
四
月
一
日

伊　

藤　

勇　

輔

大
崎
市
三
本
木
新
沼
字
下
大
釜
九
番
地

理　

事

令
和
四
年
四
月
一
日

加　

藤　

邦　

和

加
美
郡
加
美
町
下
狼
塚
字
松
原
一
番
地

理　

事

令
和
四
年
四
月
一
日

相　

澤　

光　

徳

大
崎
市
三
本
木
蒜
袋
字
北
屋
敷
四
十
四
番

地
一

理　

事

令
和
四
年
四
月
一
日

佐　

藤　

俊　

光

大
崎
市
古
川
中
沢
字
南
中
沖
九
番
地

理　

事

令
和
四
年
四
月
一
日

桑　

添　

寛　

治

大
崎
市
三
本
木
伊
場
野
字
観
音
堂
四
十
六

番
地

理　

事

令
和
四
年
四
月
一
日

澁　

谷　

寿　

行

加
美
郡
加
美
町
下
新
田
字
新
田
三
十
番
地

理　

事

令
和
四
年
四
月
一
日

小　

只　

宗
一
郎　

大
崎
市
松
山
金
谷
字
亀
井
九
十
三
番
地
一

理　

事

令
和
四
年
四
月
一
日

佐　

藤　

信　

蔵

大
崎
市
松
山
下
伊
場
野
字
舟
戸
十
七
番
地

理　

事

令
和
四
年
四
月
一
日

髙　

橋　

新　

市

加
美
郡
加
美
町
羽
場
字
屋
敷
五
十
番
地

監　

事

令
和
四
年
四
月
一
日

渋　

谷　

誠　

司

大
崎
市
三
本
木
新
沼
字
二
又
百
七
十
六
番

地

監　

事

令
和
四
年
四
月
一
日

佐　

　

徳　

男

大
崎
市
鹿
島
台
船
越
字
前
田
七
十
七
番
地

監　

事

二　

退
任
し
た
者

退
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

久　

本　

德　

衛

大
崎
市
松
山
次
橋
字
山
王
四
十
五
番
地
一

理　

事

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

結　

城　

正　

紀

大
崎
市
古
川
矢
目
字
新
田
四
番
地

理　

事

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

川　

熊　

洋　

一

加
美
郡
加
美
町
菜
切
谷
字
白
畑
五
十
八
番

地

理　

事

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

相　

澤　

光　

徳

大
崎
市
三
本
木
蒜
袋
字
北
屋
敷
四
十
四
番

地
一

理　

事

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

佐　

藤　

俊　

光

大
崎
市
古
川
中
沢
字
南
中
沖
九
番
地

理　

事

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

桑　

添　

寛　

治

大
崎
市
三
本
木
伊
場
野
字
観
音
堂
四
十
六

番
地

理　

事

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

小　

只　

宗
一
郎

大
崎
市
松
山
金
谷
字
亀
井
九
十
三
番
地
一

理　

事
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令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

佐　

藤　

信　

蔵

大
崎
市
松
山
下
伊
場
野
字
舟
戸
十
七
番
地

理　

事

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

佐　

藤　
　
　

健

加
美
郡
加
美
町
四
日
市
場
字
岡
ノ
内
七
番

地

理　

事

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

横　

山　
　
　

廣

大
崎
市
三
本
木
新
沼
字
高
原
二
十
五
番
地

理　

事

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

浅　

野　
　
　

昇

加
美
郡
加
美
町
雑
式
目
字
羽
毛
十
一
番
地

理　

事

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

佐　

　

徳　

男

大
崎
市
鹿
島
台
船
越
字
前
田
七
十
七
番
地

理　

事

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

髙　

橋　

新　

市

加
美
郡
加
美
町
羽
場
字
屋
敷
五
十
番
地

監　

事

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

渋　

谷　

誠　

司

大
崎
市
三
本
木
新
沼
字
二
又
百
七
十
六
番

地

監　

事

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

桝　

形　

恭　

一

大
崎
市
松
山
千
石
字
松
山
百
三
十
八
番
地

一

監　

事

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
五
十
四
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
加
美
郡
西
部
土
地
改

良
区
が
行
う
土
地
改
良
事
業
（
維
持
管
理
事
業
）
計
画
の
変
更
を
令
和
四
年
四
月
十
九
日
認
可
し
た
。

　
　

令
和
四
年
五
月
二
日

�

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

佐 
々 
木　
　
　
　
　

均　
　
　

公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
。

　
　

令
和
四
年
五
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

随
意
契
約
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

令
和
四
年
度
県
有
林
管
理
業
務
委
託　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

水
産
林
政
部
森
林
整
備
課　

仙
台
市
青
葉
区
本

町
三
丁
目
八
番
一
号

三　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日　

令
和
四
年
三
月
二
十
九
日

四�　

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

一
般
社
団
法
人
宮
城
県
林
業
公
社　

仙
台
市
青
葉
区

堤
通
雨
宮
町
四
番
十
七
号

五　

契
約
金
額　

六
千
八
百
二
十
万
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

随
意
契
約

七�　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
理
由　

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政

令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
該
当

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。　　
　
　
　
　

　
　

令
和
四
年
五
月
二
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
物
品
又
は
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

令
和
四
年
度
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
配
置
業
務　

一
式

二�　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

教
育
庁
教
育
企
画
室　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三

丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

令
和
四
年
四
月
十
八
日

四�　

落
札
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
所
在
地　

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社　

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
三
丁

目
十
九
番
二
号

五　

落
札
金
額　

三
千
六
百
万
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

令
和
四
年
四
月
一
日

監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
１３号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年
法
律
第
67号
）
第
252条

の
32第
２
項
の
規
定
に
よ
り
，
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　
令
和
４
年
５
月
２
日

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
髙
　
　
橋
　
　
伸
　
　
二
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
渡
　
　
辺
　
　
忠
　
　
悦
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
成
　
　
田
　
　
由
 加
 里
　
　
　

�
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
吉
　
　
田
　
　
　
　
　
計
　
　
　

１
　
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
　
　
氏
　
　
　
名
　
　
　
　
　
　
　
　
住
　
　
　
所

　
　
井
　
口
　
立
　
和
　
　
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
２
丁
目
９
番
28－
1902号

２
　
当
該
監
査
の
事
務
を
補
助
す
る
者
が
包
括
外
部
監
査
人
の
監
査
の
事
務
を
補
助
で
き
る
期
間

　
　
令
和
４
年
５
月
２
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
31日
ま
で


